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行政政策学類 問題探究セミナーⅡ（中里クラス） 
「福島市民のくらし展 2021」参加について 

 

 

 行政政策学類 問題探究セミナーⅡ（中里クラス）では、法学的な勉強をす

るために必要な「物事の本質を見抜く力」「正当な価値判断をする力」「正しい

法解釈を実践する力」などの修得を目指して、文献要約や事例検討の活動を行

ってきました。 

 そしてこの度、学生のこれまでの調査・学習活動を実践し、広く発表する場

として、福島市民のくらし展実行委員会・福島市主催の「福島市民のくらし展

2021」（令和 3年 8月 28 日）に参加します。 

ぜひ多くの方のご来場いただきたいので、事前のご周知および当日のご取材

をお願いします。 

 

 今年の「福島市民のくらし展 2021」は、SDGs（エスディージーズ・持続可能

な開発目標）をメインテーマに、“持続可能な未来を築くために、ひとりひとり

にできること”とのサブテーマを設定しています。 

その中で、中里ゼミの学生たちが、福島市のなかで特に現れている問題・自

分たちにも身近な問題に対して、これまでの学習成果を発揮するためには何が

良いかを自分たちで考え、「食品ロスやごみ減量についての調査発表」を行いま

す。食品ロスやごみ減量といった社会問題も、行政政策・法律・市民運動など

様々な分野における取り組みがありますが、目標達成のためには何を本質とし

てとらえるべきなのか、異なる価値観がある中で福島市としてはどのような判

断を下すことがより良いのかを、他の行政組織の取り組みなどと比較しながら

探る調査となっています。  

まだまだ学修途上の発表で粗さもありますが、後期には複数クラス合同で課

題調査発表活動を行うことや、進級後に専門演習や卒業研究等で必要となる調

査発表の基礎として位置づけられる学生の活動です。 

 多くの方のご来場いただき、学生たちへご指導や励ましの言葉をかけていた

だけると幸いです。 

 

※イベントの詳細は別途チラシをご覧ください 

 

 （お問い合わせ先） 
行政政策学類准教授 中里 真 
電 話：024-548-8326 
メール：nakazato@ads.fukushima-u.ac.jp 






